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滅多にお目にかかることのできないホンドリス（ニホンリス）ですが、

今年に入ってから自宅の裏庭をしばしば訪れるようになりました。　

その都度写真に収めようとしたのですが、

カメラを構える度に裏山に逃げ帰ってしまうイタチゴッコ（リスゴッコ？）。

この写真は雪の降った翌日に室内から窓越しに撮影したものです。

ガラス1枚隔てていると人の気配を察することもなく5m先までやって来て、

雪を掘りおこしては岩や木に登って小さな栗を食べる可愛い姿を

間近で見せてくれたのでした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　奥池百景より 



　芦屋市霊園で開かれる動物慰霊祭の季節になると、我が家の

黒のラブラドールレトリバー　モモのことが思い出されます。

モモは、2016 年の 9月に１５歳１０ヶ月で虹の橋を渡りました。

余命宣告を受けながらの闘病生活は半年を超え、必死で、とに

かく必死で、一緒に過ごしました。笑いながら、泣きながら・・・。

　モモが我が家にやって来たのは、生後 44 日位の時。親兄弟か

ら離されるのが早すぎたせいか、それはそれは問題行動の多い

犬でした。落ち着きがなく分離不安気味で超お転婆。飼い主に

噛み付く、唸る、引っ張る、吠えるで私の両手首は腱鞘炎、両

腕は噛み付き跡で真っ黒のあざだらけ、あごや眉間にまでジャ

ンプして歯でゴッツン！マウンティングするわ、リードは噛み

切るわ、ハウスは天井にまで歯形でボロボロ・・・。

　3 歳を過ぎて少しは落ち着くかと思ったら、今度は犬嫌いが

始まり他所の犬に吠えかかる始末。先方にお詫びするのに大変

でした。また、あまりのやんちゃでモモの前歯は何かに正面衝

突したらしく、上下 2 本とも折れてしまいました。他にも武勇

伝？はまだまだ沢山。焼きもち焼きでいつだって食欲旺盛、叱

られても直ぐにケロリと忘れて尻尾をぶんぶん振り回して、嬉

しさイッパイで体当たりして来る明るく能天気なわんこでした。

　しつけ教室の先生からは、先ずは、飼い主である私達夫婦が

モモへの意思の伝え方を学び、モモには家族として一緒に暮ら

すルールを根気よく教えました。その成果もあってハウストレー

ニングはほぼ完璧。長時間のお留守番もOK で室内飼いで家具類

は無傷。トイレは「ワンツー！」の号令でいつだって自由自在。

旅行はいつも一緒でした。テントを張ってキャンプ、川で泳ぎ、

温泉にも入り、草原でフリスビーをキャッチ！炭火の焼き芋を

じーっと、ヨダレを垂らして待っていたモモ。

　かけがえのない家族として共に過ごした沢山の思い出をモモ

は残してくれました。そんなモモが今は芦屋霊園の動物塚で静

かに眠っています。

　聞いた話によると、愛されて亡くなった者は贈り物を残して

いってくれるそうです。それはどこにあるのか、どんな物なのか、

見つけた人にしかわからないそうです。

　ふと、その話を思い出して考えてみると、そう言えばモモの介

護のときは友達がさりげなくよく訪ねてきてくれたり、病院にも

運んでもらった事もあったっけ。モモを通じて多くの友達ができ、

この芦屋動物愛護協会の縁もモモのわんこ友達からでした。

しつけ教室では、犬の相談から人間の趣味の話や親の介護話に

人生相談まで、落ち込んだ時もそうでない時も一緒に泣いて、

笑って・・・。気がつけば、本当に多勢の人々に支えてもらっ

ている自分がいます。これがモモの贈り物かもしれません。モ

モがいなければこんな縁もおそらくは無かったことでしょう。

　モモが亡くなった今も続く大切な贈り物。切ない思いもいっ

ぱいですが、モモの贈り物を開けながら私がちゃんとおばあさ

んになって虹の橋でモモを見つけた時、どんな贈り物を開けた

のかを真っ先に報告しようと思います。

どうか皆さんにも素敵な贈り物がいっぱい見つかりますように。
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～ 2017 動物慰霊祭での慰霊のことばより～
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ニュージーランド動物だより
カ ピ テ ィ コ ー ス ト よ り

ジュンコ. Harvey 

連載 3 回目の今回は、我が家のこの１月に２歳となっ
た、愛犬　Milo　（マイロ）を含めて犬についてお話させ
ていただきます。
　さて、今回は我が家の愛犬とＮＺの犬の暮らしぶりについてお話させて頂
きます。
　NZに住んで２５年目を迎えた私がこちらで犬を飼うのは、今のMilo（マイロ）
が３匹目。最初の犬はジャーマンシェパードミックスで 10 才で亡くなり、次
はイングリッシュコッカスパニエル12才、そして現在のラサアプサー×プー
ドルのミックスの Milo（マイロ）２歳です。最初の犬はペットショップで見
つけて飼いましたが、二番目の犬はブリーダーが新聞広告を載せていたのを
見て購入。その後、ペットの販売方法の問題点が指摘され始めて、この５年
ほどは、ほとんどの大手ペットショップでは生きた子犬は販売しなくなりま
した。このことは人々の衝動買いを防ぎ、また子犬の幼年期に母犬から離さ
れてケージに入れられることによる精神的ストレスなどが改善されたことは
間違いないでしょう。
　ではどのように子犬を探し手に入れるかというと、オンラインで Trade me 
と言う売買専門のサイトがあり、その中の　ペット　Dog to buy（犬を買いた
い） の中に NZ 全国の子犬の犬種別に広告が出されています。また一般の里親
探し（何かの事情で飼えなくなった人が掲載）、SPCA の犬たちも Dog  to 
adopt（里親探し）と出されています。私もこのサイトからマイロを見つけま
した。このサイトで売る側は、NZ の動物愛護法に基づかれた規定に従うこと
を義務づけられています。
その一部を表記すると、

＊販売する子犬は健康であること
＊生後８週間前の販売の禁止
＊獣医によるワクチン接種の証明書を付けること
＊母犬が出産出来るのは1才から6才までの間に
　3回まででそれ以上は販売禁止
＊子犬は生後3週間から人と接して社会性を養うこと
（省略）…　などなど詳しくあります。

　母親犬のオーナーが情報を出しているので、予約を入れて子犬に会いにゆ
き、母親がどんな犬、どんな性格なのか、子犬の兄妹のことなども知ること
ができます。私もマイロを見つけてから我が家に来るまで、何度かブリーダー
宅を訪問し面会しました。
買うことを決めたら、付けたい名前をブリーダーに知らせ、早い時期からそ
の名前を呼んでもらい、我が家のタオルをブリーダーに預けてマイロをその
タオルで寝かせて、マイロが初めて我が家に来る時にはそのタオルも持参し
てもらいました。
このような段取りを経て、我が家の一員として迎え入れました。ちなみにマ
イロは＄ 650.00（約 50000 円）でした。その他にも、ペットショップに自分
がどのような子犬を探しているのかを依頼し、ペットショップがブリーダー
の仲介となって購入することも可能のようです。また SPCA 自身のウェブサ
イトからも里親探しを常時掲載しています。里親になるには、犬の場合　子
犬 6 か月までは、＄295.00　（約 24000 円）6 か月～ 8 歳まで＄195.00（約

16000円）8歳以上＄125.00（約10000円）これらの費用は獣医の健康診断費、
犬の性格診断、予防接種代、避妊手術、マイクロチップ代とのことです。
　NZ では犬のしつけ教室受講の義務はありませんが、マイロの獣医では希望
者に応じ、2－3 か月おきにパピースクールを開いているようです。またこの
近くでは犬のトレーニングクラブがあり、子犬クラス、6か月以上の犬の為の
一般的しつけクラス、アジリティー（障害物競争）クラスなどもあります。
　最近日本では、犬が一緒に行けるレストランやホテルなどがあるとのことで
すが、こちらではまだ犬が家族と一緒に泊まれる宿泊施設は、探せばいくつか
ある程度です。昨年公共のバスや電車に犬を乗せることができるようにしたい
との声が上がりましたが、やはりこの国は大型犬が多いので問題がありすぎる
とのこと。その後却下されてしまったようです。ここは車社会なので仕方ない
かもしれません。
　その代わり、犬の散歩に行けるところはたくさんあります。私の住むワイ
カナエにはビーチ、リバーサイド、犬のドックランのある広い広場があります。
それぞれの場所により、市が定めたノーリード OK の場所があったり、シー
ズンによっては海辺もノーリードでの散歩ができます。ノーリードの散歩は
マイロにとっても、思いっきり走れる自由な時間。時に全力で海に飛び込む
犬たちの姿も目にします。
　この夏は、夕食後少し涼しくなってからのビーチの散歩は毎日の日課です。
他の犬が綱をして歩いて来たり、また小さな子供のそばを歩く時には綱をしっ
かり付けるようにして、お互いに迷惑をかけないよう十分に気を付けています。
　散歩に行く公園の入り口、河原の入り口に必ずゴミ箱が設置されています。
そしていくつかのエリアには犬のフンのビニール袋まで設置してある（写真
参照）ところもあって、なんと親切な町！とも感じますが．．．そこまでして
もらっていても、フンの放置は問題になっています。ここでは罰金＄300（約
24000 円）。犬の飼い主は、これらの基本的なことを守らなくては犬を飼う資
格などありませんね。

　犬との暮らしの中であまり日本にない所は、ここではよく仕事場に犬を連
れていく人がいることです。職種にもよりますが、実は私もその一人です。
自営業の我が家はほとんど毎日マイロを連れての出勤。小さい時から連れ歩
いているので、もう慣れたものです。忙しさの中にもオフィスの中で犬に触
れたり話しかけたり…癒し係のマイロは大きな役割を果たしてくれています。
夕方 5 時近くになると、そわそわとして帰りたがりますが、こんな風に愛犬
と共に生活できることに感謝しています。



　昨年末、息子夫婦が可愛がっていた
長毛種の猫さんが、原因不明のままに
突然死しました。いきなり何も食べ
なってみるみるやせ細り、AD 缶をカ
テーテルで強制給餌しましたが、最期
は痙攣をおこして…本人にも死んだ自
覚がないのではないかと思えるほどの
急死でした。
　7 歳というあまりに早い突然の別れ
に、家族皆で悲しみに打ちひしがれて
いました。特に息子がは仕事が出来な
いくらい精神的に参ってペットロスに
陥っていたので、私は早く次の猫ちゃ
んを貰うべきかと考えました。

　そこで、芦屋動物
愛護協会の方に電話
をして、春のベビー
ラッシュまで待つの
で、長毛の猫ちゃん
を紹介して欲しいと

お願いしました。すると、「長毛の仔
猫ちゃん…今１匹居るんだけど…で
も、下半身不随なんですよね。」と言
われました。「その子の写真を送って
下さい」と頼んで息子に相談してみる
と「下半身不随でも僕はいいよ」「な
んか縁を感じるね」という展開になり、
里親として立候補することになりまし
た。

　そうして、昨年１２月に我が家に
やって来たのが「ちまき」です。この
名前は、息子が「もうこれ以上の災難
に合わないように」と色々考えてつけ

た名前です。
　ちまきにとって、２階の息子夫婦は
パパとママで、階下に住んでるのは
バァバ。パパとママは仕事をしている
ので、昼間はバァバのお部屋が保育園
です。

　１日目は、皆で大歓迎で構い過ぎた
せいか、ご飯も食べなかったのですが、
次の日からは、時々か細い声で、
「キューキュー」と鳴いて排泄を知ら
せてくれて、早くもオムツはいらない
状態になったし、ガツガツとフードを
美味しそうに食べる姿が嬉しくてなり
ませんでした。

　バァバの家には、先住猫の 13 歳の
白猫がいます。ベッドで寝てるちまき
のところに、その白猫が「シャー！」
とわざわざ威嚇しに行くのです。でも、
ちまきは威嚇されてるとはわからず、
ポカンとして実にマイペース。ご飯を
食べてはのんびり寝ています。
　白猫が毛繕いを始めると、ちまきは
不思議そうに眺め、やがて自分の動か
ない足を毛繕いし始めました。
　そして 1 週間もすると、後ろ足が
動かないのに部屋中を走り回って、
バァバのスマホのコードを噛みちぎっ
てしまいました。息子は悪い癖がつい
ては困ると、猫なのにしっかり躾をし
ました。今では「ちまちゃん！？」っ
て言うだけで、噛むのをやめます。と
ても賢い子猫です。

頑張れ！ちまきちゃん！ 三条町　R.S.

　肝心のちまきの下半身ですが、協会
で保護してから診て頂いた獣医さんか
ら「原因は不明だけれど…今後普通に
歩けるようになる可能性はある」と言
われたと聞いていました。
　確かに、まだ１ヶ月程しか経ってい
ないのに、尻尾を動かすようになった
し、１月１２日には、なんと！ほんの
2、3 歩だけど歩いたのです！もう少
しかな？歩けるようになった暁には、
どんなキャットタワーを買おうかな？
とか、今から楽しみは沢山あります。
　でも、例えちまきが一生歩けなかっ
たとしても大丈夫！先に亡くなった猫
さんからの贈り物であるちまきを、私
達はずっと大切に可愛がって愛情深く
育てて行きます。
　２０歳を目標に元気に長生きして欲
しいと心から願っています。

～下半身不随で保護された仔猫のおはなし～



　2015 年の春、高校１年生の息子が犬
を飼いたいと言い出しました。責任を
持ってペットを飼うことの大切さを家
族で話し合い、保護犬の里親になるこ
とを考えました。インターネットで調
べてみたら、芦屋動物愛護協会に１匹
の犬が保護されているのが見つかりま
した。河原の小屋を住処としていた推
定８～１０歳の中型の日本犬です。連
絡してみると、まずは「お見合い」と
いうことで協会の方がその犬を家に連
れてきてくれました。保護犬を飼える
環境か、家族全員の同意があるか等を
協会の方が確認する意味もあったよう
です。
　撫でようとすると首をすくめる仕草
をする臆病で警戒心が強い犬でしたが、
優しそうな目をしていました。「コタロ
ウ」と新しい名前をつけて、私達が引

き取ることにしました。
　一緒に暮らし始めて分かりましたが、
傘やほうきなどの長い物を異常に怖が
り尻尾を丸めて逃げたり、下半身や前
足を触るとビクッと緊張して時には噛
みついてきました。何かよっぽど怖い
記憶がコタロウにはあるのかも？とに
かく時間をかけてコタロウの警戒心を
解いていくしかないと思いました。毎
日、ゆっくりと片手を差し出して、お
やつをあげながら少しずつスキンシッ
プの時間を増やしていきました。

　コタロウは散歩が大好きでリードを
見ると目を細めて思いっきり笑顔にな
ります。最初の頃はリードをとても強
く引っ張るので手が擦れないように軍
手をして散歩にいきました。毎日２回
の散歩で私も以前より健康になった気
がします。コタロウは車でのお出かけ
も大好きです。芦屋川の河口、夙川の
緑地、住吉川沿い、石屋川公園、王子
公園周辺、六甲アイランドなど、コタ
ロウと散歩することで四季折々の風景
を楽しんでいます。

　飼い始めた頃のコタロウは、近所の
公園でやたらと他の犬に吠えて、友達
ができにくいタイプの犬だったので、
なるべく他の犬が散歩をしていない時
間帯に公園へ行くようにしていました。
でも１年が過ぎた頃、とても性格のい
いゴールデンレトリバーと優しい飼い
主さんに出会い、少しずつ他の犬との
交流が始まりました。公園の犬グルー

新しい家族 神戸市東灘区  Y.Y.　

プに入ってコタロウは徐々に社交性が
身についてきました。本当に嬉しかっ
たです。最近は毎朝のように近所の公
園で色々な犬と遊んでいます。

　コタロウが新しい家族となってから
約３年が経ちました。１年目は家の中
にいるのは落ち着かないようで庭で過
ごす時間の方が多かったのですが、２
年目は室内で過ごす時間が増えました。
でも１階のリビングや食堂を好み、２
階の寝室に来ることはまれでした。３
年目の今は、毎晩私の寝室で寝ていま
す。あの臆病で触られるのを苦手とし
ていたコタロウが一緒のベッドにいる
なんて、当初は想像できないものでし
た。寝顔も本当に可愛いです。朝は私
より遅く起きて、夜は私より先に寝室
に行く姿は、生まれた時からこの家で
暮らしているかのようです。
　受験生の息子もコタロウと触れ合う
時間をとても大切にしています。週に
数回は勉強の息抜きにと、コタロウと
散歩をしています。
これからもコタロウと沢山の楽しい時
間を過ごしていきたいです。

～河川敷で保護されたシャイな MIX 犬～



こんにちは！昨年３月、阪神打
出駅の北側、鳴尾御影線沿いに
開院しました「こもれび動物病
院」 院長の藤田大介と申します。

　私は自宅で数匹の猫ちゃんを飼って
いますが、その中に１匹、視力障害の
ある猫がいます。
　その猫との初めての出会いは、妻が
町内を歩いている時のことでした。子
猫の声が聞こえたので近くを探してみ
ると、道端の深い側溝の中で生後２ヶ
月位の子猫がうずくまって鳴いていた
そうです。その翌日は朝から激しい雨
が降りました。雨が降り出す前に、こ
の子は必死に妻に助けを求めて運良く
発見されたのだと思います。何か目が
おかしいのでは？と言われて見てみる
と、感染症か何かの影響で眼球が萎縮
してしまっており、全く何も見えてい
ない状態でした。今まで何とか頑張っ
て成長してきたのだと思いますが、母
猫からはぐれてしまったか、置いてき
ぼりにされてしまったのでしょうか。
近くを探しても母猫らしき猫は見つか
らないので、我が家で飼うことになり
ました。

　私の子供達も、目が見えていないこ
とをすごく心配して「障害を持ってい
ても元気に育ってほしい」という願い
を込めて「元気」という名前を付けて
くれました。
　目が見えないので、素早い動きや高
い所に上ることはできず、色々な所に
ぶつかりながら歩いていました。ヨシ
ヨシしようとしても、脅えて噛んだり
猫パンチで反撃しようとするし、トイ
レも分からず滅茶苦茶。しばらくはそ
んな日々が続きました。

　ところが、動物って本当にすごいも
ので、だんだんと周りの環境を覚えて
学習していき、物にぶつからなくなり、
自分で距離を測りながら、自分の手（前
足）の届く高さの所は上ったり下りた
りできるようになっていきました。ト
イレも覚えてくれて、自分で階段の上
り下りもできますし、椅子を使えばテー
ブルの上にだって上れてしまいます。
もちろん下りることもできます。
　そして、今では抱っこも好きになり、
家族と一緒に眠るようになった元気。
この子達の「信頼しているよ。大好き
だよ」という私達に贈られるメッセー
ジを大切にしています。

　病院でも、動物さんと飼い主さんの
絆を感じると、いつも胸が温かくなり
ます。元気を見ていると、こちらも勇
気づけられ、また勉強にもなります。
どんな困難にも、あきらめずにきちん
と向き合っていけば、時間はかかるか
しれないけれど、きっといつか結果が
ついてくる。

日常生活でもそうですし、日々の診療
に関しても同じことを感じています
　命ある生き物を診療する責任を感じ
つつ、しっかりと、動物さんや飼い主
さまとともに病気や予防に向き合って
いきたいと思います。

Vol.13 こもれび動物病院
藤田大介

　ヒューマンアニマルボンド＝
　人と動物は絆で結ばれています。



■space R（スペース・アール）
〒659-0067 
兵庫県芦屋市茶屋之町 1-12
TEL：0797-32-5226
OPEN 11:00 / CLOSE 22:00
年中無休（年末年始を除く）

今日のお昼は皆と一緒に楽しいラン
チ。うちの娘（ビーグル８歳の空）
とお友達のビィちゃん（ビーグル
16歳）が一緒です。

季節野菜のサラダボウル／ミネスト
ローネスープ付き を注文しました。サ
ラダには、キノコや根菜、大きめのク
ルトンが入っていてお腹いっぱいにな
ります。コーヒーをセットにしたら、
ポットで来たのでとてもお得な気分に
なりました。
他にもサンドイッチやカレー、キッ
シュ等あり、スイーツやアルコールメ
ニューも色々あります。
明るい店内でじっくり雑貨を吟味し
て、疲れたらお茶をしながら、買った
ばかりのグッズや本を眺めながらのお
楽しみタイム。そんな時間をわんこと
一緒に過ごせるなんて素敵ですよね！
雑貨大好きな私には大変嬉しいお店で
した。

今日のお昼は皆と一緒に楽しいラン
チ。うちの娘（ビーグル８歳の空）

スペースＲ カフェ「ルシェット」は犬連れＯＫ！

１階の雑貨

2階の雑貨

わんこと一緒にお出かけしよう！
わんこと一緒にお出かけしよう！

ドッグカフェでの注意事項
入店前にトイレを済ませ、リードを短く持って入りましょう

先に犬が居る時は、様子を見ながら距離を保って自分の席へ

挨拶をさせたい時は、飼い主さんの許可を取ってから

席に着いたら、足元に伏せかお座りをさせましょう

人間用の食器などを舐めさせたりしないこと

興奮して吠える場合は、一旦外に出るなどして落ち着かせて

滞在時間が長くなったら、一度は外に出て排泄を

万一店内で粗相をしてしまったら、直ぐにスタッフに伝えて処理して下さい

トイレシートやビニール袋を余分に持参しておくこと

マーキングする男の子はマナーベルトを着用しましょう

椅子やソファに乗せても良いかは、スタッフに確かめて

１階　カフェ／ステーショナリー、アクセサ　
　　　リー類、雑貨販売

２階　キッチン・ガーデニング等の生活雑貨、
　　　手芸用品、子供用品、ハンドメイド雑　
　　　貨などの販売

３階　ギャラリーＲ（暮らしを彩る展示などが
　　　開催）

地下　貸しスタジオ（ロック・ジャズ・クラッ
　　　シック／完全防音で壁の１面はミラー　
　　　仕様）（1階の雑貨エリアと２階には、　
　　　わんこは抱っこで）

松浜町　空ちゃんママ

スペースＲは楽しさイッパイ！

カフェ「ルシェット」は犬連れＯＫ！

たくさんの注意事項を書きましたが、カフェでのスマートな対応は愛犬のマナー教育
にもなり、信頼度もアップします。是非愛犬と一緒にカフェデビューをしてみて下さい。
最初はハラハラドキドキですが、とても楽しい時間が過ごせること間違いなし！



芦屋動物愛護協会   Ashiya Sciety for the Prevention of Cruelty to Animals
事務局：芦屋市役所地域経済振興課内　電話：0797-38-2033   
Web：http://www.ashiyaanimalsociety.com/　Mail：ashiya_animal@hotmail.com

譲渡までにかかる費用

平成29年9月～平成29年1月

寄付金をお寄せ下さった皆さまに厚く御礼申し上げます。
どうか、今後も引き続きご協力賜りますよう 宜しくお願いいたします。

合計332,000円 

バザー報告と寄付の内訳

入会について

寄付金

日　時： 平成２9年１１月２５日（土）・２６日（日）
場　所：ギャラリー安並（打出小槌町）
売　上：３８２，５７０円
募　金：　１１，２４１円
バザー品提供：１０３名様
　

11月末の動物愛護基金バザーは、少し寒かったですが、多くの方の暖かいお

気持ちを頂き開店前には行列・入場制限を行う盛況でした。お買物に来て下

さった皆さん、販売品をご提供下さった皆さん、頑張って働いて下さったスタッ

フの皆さん ありがとうございました。皆さんのご協力が有るからこそ（バザーの

売上金と寄付金を使って）市内で保護された犬猫に怪我や病気の治療を受

けさせ、新しい家族を探す事が出来るのです。これからもご協力頂けますよう

宜しくお願い致します。

会費  1 口 : 1000 円／年　2口 : 2000 円／年～　
(入会金無し、口数はお気持ちで )

●使途について

月 金額 イニシャル 町名
8 3,000 N様 朝日ヶ丘町
9 10,000 H様 佐用郡
 9 200,000 T様 打出小槌町

10,000 N様
10 20,000 K様 宮塚町
10 10,000 S様 浜町
11 3,000 O様
11 10,000 K様 打出小槌町
11 2,000 Ｓ様 大原町
11 2,000 S様 松ノ内町
11 2,000 F様 浜町
11 10,000 F様 陽光町

1 2,000 Y様 山手町

Spcial Thanks
　長く打出小槌町の地区幹事として芦屋動物愛護協会の活動

にご尽力下さっていたＴ様が、昨年（平成２９年）１月に亡くな

られました。

　Ｔ様は猫がお好きで、ご自宅周辺の野良猫のお世話もしてお

られました。「ＴＮＲ」や「地域猫活動」がまだそれほど普及して

いなかった十数年前、協会が取り組む新しい事業として、一部

の幹事達によって提案された「野良猫への去勢避妊活動」につ

いて　『とても良い事。応援していますよ。ウチの野良ちゃんた

ちの捕獲や手術もお願いしたいわ』とお声を掛けて下さり、と

ても嬉しく思ったことを憶えています。

　おひとり暮らしでしたので、数年前の骨折をきっかけに、ご

親族がお住いの関東での療養生活となりました。早く完治して

芦屋に帰りたいと望まれていたそうですが、残念ながら戻るこ

とは叶いませんでした。

　打出小槌町のご自宅の片付けを終えられたご親族は、Ｔ様の

故郷芦屋への想いと動物愛護活動に対する熱意を汲まれ、当協

会に２０万円の寄付金をお寄せ下さいました。

　有意義に使わせて頂きたいと存じます。ご親族の皆さまのご

厚情に深く感謝致しますと共にＴ様のご冥福を心よりお祈り

申し上げます。
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呉川町

潮見町

秋のバザー
報　告

12 5,000 H様 浜芦屋町

11 23,000 S動物病院様 岩園町
11 10,000 I 様・S様 平田町・東灘区
12 10,000 I 様 岩園町

協会からの譲渡犬もお店番で参加




